
「
森
と
水
と
命
の
惑
星
」

国
際
会
議
～
立
ち
上
が
れ
三

陸
、
世
界
に
向
か
っ
て
～
が

さ
る
５
月
12
日
（
土
）
気
仙

沼
ホ
テ
ル
観
洋
、
13
日
（
日
）

大
船
渡
市
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
３
月
11
日
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
三
陸
沿
岸
地

域
も
未
曾
有
の
被
害
を
受

け
、
現
在
、
こ
の
苦
難
を
乗

り
越
え
て
地
域
の
復
興
を
目

指
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
こ
の
地
域

は
、
森
林
、
川
、
海
が
ひ
と

つ
と
な
っ
て
、
森
は
木
材
の

供
給
ば
か
り
で
な
く
、
水
源

の
涵
養
、
国
土
の
保
護
、
野

生
動
物
の
生
息
環
境
な
ど
の

公
益
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。
山
に
降
り
注
が
れ
た
雨

水
は
森
林
を
育
み
、
河
川
を

育
み
、
そ
し
て
海
を
育
み
ま

す
。
即
ち
、
生
命
の
母
の
水

は
森
と
河
川
と
海
と
空
を
巡

っ
て
い
ま
す
。

三
陸
海
岸
地
域
は
４
億
年

以
上
前
に
隆
起
し
た
日
本
列

島
最
古
の
地
層
か
ら
出
来
て

お
り
、
森
、
河
川
、
海
洋
文

化
を
生
ん
だ
縄
文
文
化
の
遺

跡
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
は
21
世

紀
に
生
き
る
為
に
は
す
べ
て

の
事
を
地
球
規
模
の
視
点
か

ら
物
事
を
考
え
進
め
て
い
く

事
の
大
切
さ
を
示
し
ま
し

た
。「
森
と
水
と
命
の
惑
星
」

国
際
会
議
は
こ
の
経
験
と
伝

統
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め

に
開
催
さ
れ
、
以
下
の
宣
言

を
行
い
ま
す
。 

◆「
森
と
水
と
命
の
惑
星
」

国
際
会
議
宣
言
 

①
東
日
本
大
震
災
の
甚
大

な
被
災
を
認
識
し
、
被
災
者

の
忍
耐
と
努
力
に
敬
意
を
抱

き
、
逝
去
し
た
方
々
へ
の
深

い
哀
悼
の
心
を
捧
げ
る
。 

②
国
内
外
か
ら
の
心
温
ま

る
支
援
を
頂
い
た
こ
と
を
認

識
し
、
中
心
か
ら
感
謝
の
意

を
表
す
。

③
21
世
紀
地
球
文
明
の
限

界
と
問
題
と
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
の
手
段
を
討
議
し
、

「
歴
史
と
知
恵
」
の
「
心
と

魂
」
を
呼
び
起
こ
し
、「
森
と

水
と
命
の
惑
星
」
の
地
域
文

化
を
育
成
し
、
世
界
と
手
を

つ
な
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
確

認
す
る
。

④
気
仙
沼
地
域
と
大
船
渡

地
域
を
始
め
、
東
日
本
沿
岸

地
方
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
の
力
が
、
地
域
の
伝
統

文
化
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

⑤
科
学
、宗
教
、芸
術
、政

治
、
経
済
な
ど
の
領
域
を
越

え
て
、
地
方
と
世
界
を
つ
な

げ
る
文
化
価
値
意
識
の
育
成

の
重
要
性
を
確
認
し
、
こ
れ

を
共
有
す
る
。

⑥
立
ち
上
が
れ
三
陸
、
世

界
に
向
か
っ
て
。

◇

「
森
と
水
と
命
の
惑
星
」

国
際
会
議
の
直
後
の
５
月
24

日
に
東
京
千
代
田
区
の
英
国

大
使
館
で
、
英
国
が
世
界
に

誇
る
自
然
科
学
雑
誌
Na-

ture が
主
催
す
る
「
力
の

文
明
」
か
ら
「
い
の
ち
の
文

明
」
と
題
す
る
Nature

Cafe
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
を
始
め
「
森
と
水
と
命

の
惑
星
」
国
際
会
議
に
参
加

し
た
２
人
の
方
々
も
こ
の

Nature Cafe
に
招
待
さ
れ

ま
し
た
。
Nature Cafe
で
討

議
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ

に
、
我
々
の
「
森
と
水
と
命

の
惑
星
」
国
際
会
議
宣
言
に

記
述
さ
れ
た
内
容
と
一
致
す

る
も
の
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
注
目
し
た
こ

と
は
経
済
史
学
文
明
学
領
域

で
活
躍
し
、
静
岡
県
知
事
で

あ
る
川
勝
平
太
氏
が
富
士
の

お
わ
し
ま
す
国
を
詠
ん
だ
静

岡
県
民
に
よ
る
富
士
山
万
葉

集
の
活
動
や
、
日
本
国
際
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
安

田
喜
憲
氏
が
縄
文
文
化
が
世

界
の
古
代
文
明
と
つ
な
が
っ

て
い
る
話
を
し
た
こ
と
で
し

た
。早

速
、
静
岡
県
か
ら
富
士

山
万
葉
集
が
送
り
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
開
催
さ
れ
た
、

「
森
と
水
と
命
の
惑
星
」
国

際
会
議
宣
言
は
人
類
の
奥
の

意
識
に
触
れ
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
「
文
明
の
命
と

魂
」
を
育
て
る
一
助
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

㊸

「森と水と命の惑星」国際会議宣言と展開


